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まえがき

　我々は現在ポストコロナ期におり、GIGAスクール構想によって拡充さ
れた情報環境を生かした新しい学校教育が求められています。タブレット
やモバイル等のハンズオン型機器やデジタル教科書や電子黒板、学習支援
システムによる統合型校務など、日々刷新される情報通信技術の使い方の
総合的な理解が必要なのです。実際、中央教育審議会の答申「『令和の日
本型学校教育』の構築を目指して」（第228号）の提言を受け、教育職員免
許法施行規則・教職課程認定基準が改正されました。その重点として、令
和 4年度から「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」を含む科目
が必修化しました。これはすなわち「ICTを使った学校教育ができない方
に教員免許は出せない」という判断を法制化したものです。テクノロジの
進歩は従来の学習指導を充実させるにとどまらず、学校教育の在り方を抜
本的に変えてしまいます。この社会に次々と現れる先端技術を意欲的かつ
自制的に使いこなして新たな価値を創造できる教員こそが必要なのです。
　以上から、本書は教員を志望する方々に ICT教育の基本原理、指導手
法と実践展開に関する諸知識を包括的に獲得するためのテキストとして企
画したものです。ICTによる展望を総合的に示す第 1章を除き、第 2章
から 9章までの 8つの章では理論編（第 1節）の後に実践編（第 2節）が続
き、学校現場の内実を伴った内容になるように著者一同心がけました。本
書が、教員を目指す学生諸君や現職教員の方々にとって ICT教育への取
り組みへの理解を深める基礎となり、このSociety 5 .0にて生き生きと先
進的に学び続けていく児童生徒を育ててくださることを願っております。
　末筆になりましたが、本書の刊行に当たり、東洋館出版社の大場亨様に
は格別のお力添えをいただきました。ここに記して深謝申し上げます。

2023年12月
 編著者代表　小原　豊
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7

ICT教育のパースペクティブ
この章では、ICT教育の目標と内容、歴史、評価法を概括した上で、我が国や国
際社会で展望されているICT教育の姿を明らかにします。

第1節　 ICT教育の概要

1　ICT 教育の目標と課題

　ICT（Information & Communication Technology）教育とは、情報通信技
術を学習指導の内容ないし方法として教育分野に取り入れることです。
　ICT教育の目的は、主体的に社会に参画できる創造的な人材の育成で
あり、そのための目標は、更なる発展が予期される高度情報化社会におい
て必要な能力を身に付けることにあります。Society 5.0の変革期にいる
我々にとって、先行き不明なVUCA時代を生き抜く上で未知の困難に柔
軟に対応し、自らの人生を切り拓く人材の育成は最優先課題の 1つです。
　学制発布から150年以上黒板とチョークを使い続けるように保守的傾向
の強い我が国の従来の学校現場の ICT環境は充実しているとは言いがた
い状況にありました。科学技術創造立国を目指すビジョンを省みても刷新
が必要な実情でしたが、近年の新型コロナウイルス感染症蔓延による緊急
事態宣言発令下の自粛期間が、学習管理システム（LMS）やデジタルデバ

イスなどを用いる教育の必要性の実感に拍車をかけました。その結果、現
在は①児童生徒に ICTを操作する知識や技能、態度を指導すること、②
ICTを用いて教科等を効果的に指導すること、③ ICTを用いて教材研究
や学級経営、校務分掌を能率的に行うこと、が求められています。すでに
令和 2年度から段階実施されている現行学習指導要領では、学習の基盤と
なる資質・能力の 1つに、自らの問題解決に必要な情報を収集し活用する
能力の育成が挙げられており、1人 1台端末と高速大容量の通信ネットワ

第1節

第1 章
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8

ークを一体的に整備するGIGAスクール構想が概ね実現された今日、ICT

活用によるその着実な遂行が我々教員の責務といえます。
　また、ICT教育を進める具体的目標として、学習活動の効率化や動的
表現による興味喚起と理解促進、間接経験の充実、学習プロセスの可視化
などが挙げられますが、特に指導上の要点として以下 3点が考えられます。
　1） 時間的または空間的制約を超えた協働的な学びの実現
　2） 学習ログに基づく公正に個別最適化された学びの提供
　3） 多様で柔軟な学びの形態による画一的指導法からの脱却
　そして、光があれば影があるように、こうした革新的メリットと同時に、
ネットいじめや家庭環境による情報格差等のリスク発生も懸念されます。
しかしそれらは ICT教育を学校で行わなければ霧散するわけもなく、む
しろ学校において、適切な使用法による依存症予防やフィッシング対策な
ども含めて積極的に対処せねばならない事柄といえます。
　こうした ICT教育を不断に進める上で留意すべき課題が 2つあります。
　第 1に、学力観の刷新です。テクノロジの進歩は従来の学習指導を充実
させるにとどまらず、学校教育の在り方を抜本的に変えていきます。例え
ば、児童生徒の知識及び技能、思考力、判断力、表現力等、主体的に学習
に取り組む態度といった学校教育法第30条 2項で規定された学力を向上
させることを旨としても、その肝心な学力自体の内実が刷新されていきま
す。Chat GPTのような生成AIによって代替可能な業務に従事する知識
技能偏重の学びではなく、次々に出現する新たなテクノロジを自制的に進
んで使いこなして新しい価値を創造できる人材を育成せねばなりません。
　第 2に、改革の持続可能性です。ICT教育を支える先端のテクノロジ
はその名のとおり常に更新されます。これは行政面での恒久的な予算確保
だけでなく、教員の ICT管理や利活用の絶えざる修養を求めるものです。
すでに日々多忙な教員が「ICTで指導を充実させるために研鑽を厭わない」
という美徳をもたねばなりません。そのために「児童生徒に ICT教育を
行うことで高度情報化社会への主体的な参画をリアルに支えるという民主
主義の根幹を担っている」という高い使命感をもつことが大切です。

〈小原 豊〉
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9第 1章　ICT 教育のパースペクティブ

2　ICT 教育の歴史

　ICT教育の歴史、ここでは紙幅の都合から特に我が国及び米国でのICT

教育黎明期について概略します。
　⑴　我が国における黎明期のICT 教育

　我が国の行政が本格的にコンピュータを学校教育に導入し始めたのは、
1995年に通商産業省（当時）が企画した、100校プロジェクトでした。当
初のコンピュータの教育利用は、文部省（当時）ではなく通商産業省が主
導したのです。コンピュータ関連会社も、100校プロジェクトに先立って
1980年代後半からコンピュータの教育利用導入を模索していました。こ
うした動向は、米国でのコンピュータの教育利用の実践に影響を受けてい
たと言っても過言ではないでしょう。欧米での教育におけるコンピュータ
利用が我が国よりも早期に利用された要因の 1つは言語文化の違いでした。
欧米が用いるアルファベットなどの文字記号は、256種類に収まっており、
それらを表すには 8ビットパソコンで十分だったのです。1ビットとはオ

ンとオフができる 1つのスイッチであり、これが直列に 8個連結されて
いるとオン・オフの場合の数は28、つまり256とおりです。8ビットを 1

つの単位としてシステムをつくったのが 8ビットパソコンです。米国では
1990年代前半にすでに身の回りの道具としてパソコンがあふれ始めてお
り、例えば空港にはパソコンが随所に設置してあって、フライト情報やゲ
ート案内などが得られました。その当時の日本では、8ビットパソコンに

アルファベットや記号以外に日本語を対応させようとすると、51文字の
カタカナを割り当てるのが精一杯でした。漢字を含む日本語の文字を割り
当てるのには、16ビットパソコンの開発が必要でした。すなわち、我が
国の教育にて母国語でパソコンを利用するには、16ビットパソコンの登
場を待たなければなりませんでした。こうした制約下で、我が国のコンピ
ュータの教育利用は徐々に進められ、1990年代後半に公立校への本格的
導入が始まりました。
　少なくとも「学校に 1台」のコンピュータを導入することから始まった
コンピュータ教育普及は、ようやく1990年代後半になって、コンピュー
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タ活用推進校に45台を設置できる段階になりました。その当時は全ての
コンピュータはコンピュータ室に配置していました。そうした環境でコン
ピュータを教育利用する方法が研究主題となっていたのです。学習効果が
上がるコンピュータの教室配置に関する議論、インターネットを活用する
場合の光と陰に関する議論、コンピュータソフトウェアの授業での活用実
践事例の報告など、多岐にわたる議論が活発になっていきました。この時
期に、文部省（当時）は小・中学校での教育実践のためのリーダー教員の
育成を毎年行うようになっていきました。
　2005年になると、文部科学省は学校教育情報化推進総合プランを打ち
立てて、学校教育でのコンピュータ活用を本格化しました。授業での活用
はもちろん、校務でも用いるようになっていったのです。そして2008年
には、2010年度までに全ての学校に校内LANを設置すること、教育用コ
ンピュータ 1台当たりの児童生徒数を 3 .6人にすること、全教員が ICT

を活用した指導ができるようになること、などの目標が設定されました。
この時期には、日進月歩のコンピュータの進歩と歩調を合わせるように、
コンピュータの教育利用は急激に進展していきました。そして2013年に
は、電子黒板や実物投影機の導入、無線LANの整備、校務用コンピュー
タを全教員に配備、などが計画されたのです。その後 2018年には、
Society 5.0に向けた持続可能な社会教育システムの構築とともに、普通教
室にも無線LANの整備が計画されました。また、2019年にはGIGAスク

ール構想が明示され、2020年には我が国の全ての児童生徒を対象にタブ
レットが配布されました。中央教育審議会が、1985年に情報化への対応
を提示してから本格化した学校教育へのコンピュータ活用は、2008年以
降の15年間という短期間で、コンピュータを活用した最先端の教育が普
及し、その質も充実しました。今では、コンピュータがない学校教育は考
えられなくなっています。
　⑵　米国におけるコンピュータ開発とICT 教育の黎明

　コンピュータの黎明期を計算機と位置付けると、その歴史は17世紀ま
で遡りますが、私たちが現在コンピュータと認識する原型が開発されたの
は1946年です。コンピュータ開発の最先端にあったのは米国です。コン
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11第 1章　ICT 教育のパースペクティブ

ピュータが本格的に活用できる段階に達したのは、科学的な計算に適した
コンピュータ言語であるFORTRANが開発された1957年頃でした。この
頃になると、我が国の企業もコンピュータ開発技術を世界で競うようにな
っていきました。その後コンピュータが小型化していくと、1964年には
プログラミングを教育する目的でコンピュータ言語BASICが開発されま
した。なお、教育利用を強く意識して開発されたコンピュータ言語は、
1970年に開発されたLOGOといえるでしょう。LOGOの開発チームは「数
学や自然科学から来る強力な概念を，子供が個人的な力を行使する道具と
して用いることができるに違いない」という理念をもっていました。この
LOGOの考え方を継承してつくられたプログラム言語がScratchです。い
ずれの言語もマサチューセッツ工科大学のメディアラボが、現在も教員研
修の機会を提供し、具体的な学習活動を提案し続けています。LOGOは、
プログラミング教育にとどまらず、科学の諸概念を構築していく一助にし
ようとしていた点で、他のコンピュータ言語とは性格を異にしています。
「物理学や数学、言語学などから来た強力な概念が、子供が話し方を覚え
るように自然に遊びを通して身に付くよう埋め込まれている」機械や言語
を開発したからです。タートルと呼ばれる向きをもった亀型のアイコンに、
図形をかかせる作業をプログラミングする過程で、方向と大きさを意識し
ながら平面図形を認識することになります。この活動を「タートル幾何」
と呼ぶこともあります。児童生徒は、タートルに自分を投影することがで
きるので、自分の動きを幾何学の学びに持ち込めるという考え方です。そ
こには方向と大きさをもつベクトルの概念が活用されています。タートル
で正三角形や正方形をかくプログラムがつくれた児童生徒が、タートルを
少し前進して少し回転することを繰り返すと、円がかけると気付く事例ま
で報告されています。これは円が一定の曲率をもっていることを、児童生
徒が直観的に理解していることの証です。数学的には微分方程式につなが
る直観を、児童生徒が生活経験から獲得しているといえるでしょう。一方
で、こうしたタートルを制御するプログラミングの学びは、言葉を覚える
ようなものだとも考えられます。1970年には、こうした形で数学の本質
を学びながらプログラミングを学ぶ教育プランが画策されていたことに驚
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12

かされます。
　現在我が国では、児童生徒の学習をうまく管理しながら施行を促すロイ
ロノートなどのアプリケーションとともに、Scratchをはじめとするビジ

ュアルプログラム言語を用いた教育が進められています。そこでのプログ
ラミング教育の内容の多くは、教科書に明記された教科教育の指導内容の
範疇にとどまっています。歴史を省みたとき、私たちは上記のタートル幾
何のように、教科教育の基になる学問領域までも見据えた教材開発を心が
けて、コンピュータを活用する上での内容と方法を考え続けていく必要が
あるのではないかと考えさせられます。

〈金児 正史〉
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13第 1章　ICT 教育のパースペクティブ

3　ICT 教育の評価

　ICTを教育に活用するに当たり、学習評価については ICT環境やデー
タの標準化などの基盤が整備されつつあります（文部科学省，2018a）。子供
たちが問題をどう解いて解決時間はどのくらいだったのかなどの過程が記
録収集できるスタディログと呼ばれる学習履歴データを入手できるように
なりました。このスタディログと教員の指導法や学習活動デザインを突合
することで、指導と学習をセットにしたデータ収集が期待されます（国立
教育政策研究所，2020a）。一方で、国立教育政策研究所（2020a）は、教員か
らの一方的な知識伝達・注入型の学習のほうがデータを収集・処理しやす
くなるため、学びが固定化されてしまう傾向を指摘しています。同様に、
AIドリルや講義動画、そのテストというトレーニング主体の授業が危惧
されます。それによる成績向上が学力向上の全てだと自明視して教育のリ
ソースを多分にそこに注いでしまい、目的と手段の転倒が起こってしまう
ことが懸念されるのです。このような点に鑑みると、ICT教育の評価を
考える上で、多様な学びの中に高度情報技術を活用した学びを位置付ける
べく、学びのイメージを明確化しておく必要があります。
　Pellegrinoら（2001）によれば、評価とは常にエビデンスを基に推論す
るプロセスです。なぜならば、子供たちの頭の中を直接覗く方法がない以
上、根本的に子供が何を知っているのかを知ることはできないからです。
そこで、評価のプロセスにおいて互いに関わり合う 3つの本質的な要素を
捉えるために図 1-1のような「評価の三角形（The assessment triangle）」が
提唱されました。
　図 1-1の 3つの要素のうちまず「認知」が基礎であり、子供がいかに

観 察 解 釈

認 知

図1-1　評価の三角形（Pellegrinoら，2001）
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自らの知識を表現し、資質・能力を身に付けるのかの起点となります。次
に、どのモデルに基づいて子供のいかなるパフォーマンスを見たいのか、
それを見るためのタスクや状況は何かを定めることで「観察」の仕方が決
まります。最後に観察によって集められたエビデンスを「解釈」するプロ
セスを経て、評価が行われます。
　ICTの導入によって子供たちの学びの履歴が可視化され比較しやすく
なりますが、国立教育政策研究所（2020b）は、評価の三角形を基にデー
タの収集と可視化がそのまま評価になることについて問題提起しています。
例えば課題解決中の発話を子供ごとにカウントし、発話の多かった子供を
「主体的に課題に取り組んだ」と判断したとします。この背景には「発話
の多い子供のほうが主体的に課題に取り組んでいる」と考える認知モデル
があり、それに基づいて発話を観察し、発話数の差を解釈することで意味
付けています。しかしこの認知モデルは仮説の 1つでしかありません。「学
び方は多様であるため多く発話している子供のほうが主体的に課題に取り
組んでいるとは限らない」という別のモデルもあり得ます。そうしたモデ
ルを基に新たに観察を行い発話内容のデータを収集すると、発話数は多い
が課題に関する内容の割合が低い子供や、発話数は少ないものの内容のほ
とんどが課題に関するものである子供の姿も見えてきます。
　評価は認知・観察・解釈を何度も行き来しながら子供の学びを少しでも
的確に推測しようとする営みです。そのために、想定しているモデル（認
知）やそれをどのようなデータで見るかということ（観察）、モデルに基づ
くデータの意味付け（解釈）、の 3つの連動を意識することが大切です。
ICTの導入によって多様で豊かなデータが収集できるようになることで
観察の可能性が広がるため、評価に関わる教員同士でそのデータの背後に
ある認知過程について丁寧に検討し共通認識をもつことが重要です。この
ように、ICT教育には多様な学びの姿を捉え評価し、適宜子供にフィー
ドバックして改善を促していくことがより一層求められてくるでしょう。

〈北島 茂樹〉
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